



















































































































































ドイツ マインツ 〔n．a．1454〕 51 1 6 16 16 12
イタリア スピアコ 1465 73 4 45 16 8
スイス バーゼル 〔n．a．1468〕 8 2 2 2 2
フランス パリ 1470 39 1 7 15 16
オランダ ユトレヒト （1471～74） 14 8 4 2
ベルギー アWスト 1473 7 5 2
オーストリア・
ハンガリー
プダ・ペスト 1473 10 5 4 1
スペイン ヴァレンシア 1474 24 6 13 5
イングランド ウエス｝ミンスタ 1477 4 4
デンマーク オーデンセ 1482 2 1 1
スウェーデ’ ストックホルム 1483 3 1 2
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聖使徒経1564 2° 268 318 230 242 268 1，000 1，017 50（62）
小時課経1565 8° 173 54 40 41 43十 1，078 1，068 2
〃　　1565 8° 172 58 42 46 43 1，138 1，205 5
聖詠経1568 4’ 297 288 206 216 148十 1，617 1，639 8
〃　　1577 4° 281 226 165 176 140÷ 1，369 1，412 21
三歌斎経1589 2° 470 690 485 503 470 1，203 1，206 41
五旬経1591 2’ 566 456 325 339 566 669 675 32
八調経1594 2° 976 603 431 451 976
515｛注3｝ 520｛注3） 45
聖使徒経1597 2’ 323 410 291 301 323 1，050 1，050 26
・1・時課経1598 8’ 248 72 54 54 62 1，015 981 2
総月課経1600 4° 594 392 275 290 297 1，079 1，100 24
〃　　1600 2° 340 404 280 295 340 960 978 23
（注1｝最小限労働日数で1日平均刷り枚数2330．9278枚で計算した場合
（注2）最大限労働日数で　　　　”　　　2253．4883枚　　　〃
（注3）あとがきに明記されていた印刷部数
（注4）「アモーソフ論文」が発表される前年1982年中頃のデータにもとついている。（）内の数字はそ
　の後発見されて増加しているもの。
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ある。
　1日平均の刷り枚数に関し
ては17世紀末から18世紀初頭
　　　　　　　　　（注86）
にかけて2，400枚が規定となっ
ているところからみて、印刷
の速度は150年の間あまり変ら
なかったものと考えることが
できる。
　ここに示された1日2，000枚
をはるかにこえる刷り枚数は、
1枚また1枚と手作業で行わ
れる当時の印刷方法を知る人
の目には過大な遂行目標とう
図G　17世紀の印刷機の図解
（『イヴァン・フヨードロフ伝』p．233）
つるにちがいない。そこで印刷に関して他の文献を引用しながら多少の説
明をしておきたい。
　宮下史朗著『本の都市リヨン』（1989年、晶文社）では、リヨンからパリに
移ってユマニスト出版業者として成功を収めたジョス・バード（出版活動期
間1503－35年）の刊本の扉に使われているかれの工房の印刷作業の図版の解
説に続けて次のように述べられている。「1台のプレスについて4～5人が
グループをつくり、朝まだ暗いうちから夜遅くまで彼らはひたすら刷りつ
づけた。信じられないことだが、リヨンの印刷職人たちは何と夜中の2時
から明くる夜の10時まで、つまり1日に20時間も働き、日に3，000枚以上を
刷り上げても音をあげなかったという。むしろパリ以上の生産性を誇りに
しているのだ。今でもそうだがこの仕事はいったんある本の印刷にかかっ
たら、集中して行われなければ極端に能率が落ちてしまう。印刷プレスを
遊ばせてはいられないのだ。もっともこんなハードワークが1週間以上も
続いたはずがない」（p．139）。
　もうひとつの例をみよう。15世紀最大の印刷工房をかまえ1470年から1513
　　　　　　　　　　　　　　－．Z27一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いし／
年にかけて活躍、たニユルンベルクの印刷業者アントン．。一ム●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（E87）
の工房は、最盛時には24台の印刷機と100人の職人を擁していた。この場合、
単純に計算すると印刷機と職人の比率は1：4で事情はあまり変わらない。
　ところがロシアの場合は具体例の時代はかなり下るが上記2例とはだい
ぶ事情が異なってくる。17世紀ロシアの書籍印刷は1640年代に刊行点数、
内容ともに最盛期をむかえる。モスクワ印刷所の印刷機もそれを裏づける
ように1622年にはわずか6台だったものが、1624年は8台、1629年に9台、
1633年には14台と急増している。人員の配置としてはマステルを除いて印
刷機ごとに11人のチームが組まれていた。その内訳は植字工2、解版工1、
印刷工4、インク塗り工（印刷助手）4であった。またそれぞれの印刷機は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛ta88）
あたかも独立した印刷所のようであったという。
　さきにあげたふたつの例と17世紀ロシアの印刷機や印刷方法にあまり変
わりがないことを前提に考えると、現段階ではとりあえず次のようにまと
めうるであろう。ロシアでは印刷機はおそらくまだ輸入に依存していたは
ずで、外国製の高価な印刷機を多数そろえるかわりに、印刷機1台ごとに
多数の職人を配置し、交替で印刷作業をさせていた。いわば、この“人海
戦術”ともいうべき職人の配置がつづいていた間は1日2，400枚という規定
の達成はおおむね可能だったのではないか、と。ただし、この点について
はなお今後の研究課題としておきたい。
　③　ヨーロッパの書籍印刷との若干の比較
　16世紀の章を終るにあたり、日本の研究者による著作および翻訳書から
いくつかの例をひき、ロシアの書籍印刷の到達点との数量的及び内容的な
比較材料を示しておく。これは、革命前のロシア時代には単に印刷のマス
テルと考えられていたイヴァン・フヨードロフひとりを恣意的に偉大な人
　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cil89）
物像に仕立てあげ、「ルネサンス期の巨人のひとり」とまでいうソ連邦時代
の研究のあり方への筆者からの批判と疑問の表明でもある。
　①15世紀中の書籍印刷全体との比較
　　本来ならば16世紀の書籍印刷の統計との比較をしたいところであるが、
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16世紀は数量が多くその全体を把握する研究はまだない。したがって研
究がすすんでいる15世紀の統計を提示しておく。
　〈インキュナプラの統計〉
　刊行数約40，000版（点）、1版平均500部印刷、約2，000万部が15世紀中
　に流布（最大値）、現存は約30，000版（部数については諸説あり定かではな
　い）と推定されている。分野は、宗教・神学45％、文学30％、法律10％、
　科学・技術10％。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注8）
　以上は〈はじめに〉の項でも引用した『雪嶋報告』による。
②ひとっの都市との比較
　前出の『本の都市リヨン』の表7（p．144）はパリとリヨンの1500－1600
年の出版点数の推移を折れ線グラフで紹介している。このグラフによれ
ば1540－1560年のリヨンの出版点数は年間100点をこえ、パリでは1540
年からは1590年まで年間200点をこえていた。
　また黄金時代をむかえていたリヨンの出版業について「毎年三桁以上
の書物が世に送られ、500人から600人がこの産業に従事していたものと
推定されている。当時の人口は六万かそこら（上限で八万人）だから約1％
の人々が書物の世界で生きていた計算になる。」（p．168）と述べている。
③ひとりの印刷業者（ひとつの印刷所）との比較
　アントン．コー〆㌦ガー（印刷活動期間1470－1504）の印刷工房は前
述のとおり最盛期には印刷機24台、職人100人を擁していた。そして1470
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注8）
－ 1504年の間だけで220版を刊行している。
　また、ジョス・バード（出版活動期間1503－1535）の印刷工房は700有余
点を刊行している。（『本の都布リヨン』p．88）
④ひとっのベストセラーとの比較
　宗教改革に挑んだマルチン・ルターの翻訳による『新約聖書』は、当
時としてはたいへんなベストセラーであった。1522－1533年の間に高地
ドイツ語で14回、低地ドイッ語で7回印刷され、かれの生存中に合計で
10万部以上が出版された。さらに数多くの「翻刻版」（いわゆる海賊版）が
一
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出されたため実際の数はもっと多くなるが正確な記録はない。（戸叶勝也
著『ドイツ出版の社会史』三修社、1992年．p．47－48）。
⑤16世紀のロシァの書籍印刷の数量的到達点
　19版（点）、1版平均約1，060部印刷（アモーソフの推定数の単純平均）、16
世紀中に流布したと考えられる数約20，000部、分野はすべて奉神礼書で
ある。
　注　記
　　＊ここに掲載された「第1章」および「第2章」は1993年10月25日に一橋大学
　　　社会科学古典資料センター主催の「第13回西洋社会科学古典資料講習会」で
　　　行った講義、ならびに1994年3月12日に私立大学図書館協会西洋古版本分科
　　　会で行った研究発表の前半部分に加筆・訂正したものである。
　＊＊文献を利用させていただいた図書館は早稲田大学中央図書館、慶応義塾大学、
　　　一橋大学、東京外国語大学の各図・書館、国立国会図書館ならびに日ソ図書館
　　　である。そのほかに、北海道大学図書館およびスラヴ研究所、天理図書館に
　　　もそれぞれ赴いて調査をさせていただいた。
　＊’lple上記の図書館で所蔵が確認できなかった文献に関しては、ロシア国立図書館
　　　（旧レーニン図書館）から現物またはマイクロフィルムによる貸出しをして
　　　いただいた。
料＊＊典拠とした外国語の文献にはできるだけ請求記号を付すようにしたが、所蔵
　　　図書館名がないものはすべて早稲田大学中央図書館の所蔵である。
＊＊＊＊＊ロシアは988年または989年にギリシァ正教を国教と定めているため、文中に
　　　出てくるキリスト教に関する言葉は特に断わらない限りすべてギリシア正教
　　　の表現である。ギリシア正教ではカトリックと異なる用語を使用しているが、
　　筆者が日常的に使用している5種類の露和辞典の間で訳語のちがいがあり、
　　　見当らない語も多いため、お茶の水にある東京復活大聖堂教会（通称ニコラ
　　　イ堂）の水口神父にご教示いただいた訳語に拠っている。（注1参照）
注　　　　　　’
1．以下の訳語は水口神父のご教示によるもの。見出し語は現代の研究書に示さ
　れたロシア語で、刊行時の教会スラヴ語はカッコ内に示した。
　　なお、ごく簡単な内容説明を付したが1一⑧、1一⑩および1一⑪以外は高
　橋保行著「ギリシァ正教』（講談社学術文庫）に拠っている。詳しくは同書を
　参照されたい。
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　　　　　　　　　　　　　せい　し　　と　けい
1一①　AnOCTO”（AflOCTon’b）　聖使徒経。使徒行伝と聖使徒の書簡が含まれてい
　　る。従来は「使徒行伝」と訳されることが多かったが、これは正確ではない。
1一②OKToHx（OcMor綴HKb，　OKToMxb）　穴爾絃。毎日に指定された祈禧文が
　　掲載されている。7日分でひと組になり、調と呼ばれる。週の周期は8週あ
　　るので、毎週毎日の祈祷文が掲載されている。一一調から八調まである。
　　　　　　　　　　　　　　　じ　かけい1一③qacocnoB（qacocnoBeuめ　時課経。主に諦経者や聖歌を歌う者が必要とす
　　る祈祷書。夜半課、早課、時課、ティピカ、食事の時の祈薦、晩歌、晩堂歌
　　（大、小）、主日、祭日に必要な聖歌、常に必要な聖歌が掲載されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　さん　か　さいけい
1一④TpHo」tb　rlocTHa只（Tpionb　nocTHa兄）　三歌斎経。大斎期間中に使用される祈
　　薦書。税吏とパリサイ人の週かち受難週間聖大土曜日までの全祈祷文が掲載
　　されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごじゆんけい1－一⑤TpHom）uBeTHaA（TpioAb　uBeTHaA）　五旬経。三歌斎経に対し、花の三歌経
　　などとも呼ばれる。復活大祭から五旬祭までの祈薦が掲載されている。復活
　　大祭から50日間だけ使用される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいえいけい1一⑥ncanTnpb c Bocc”emoBaHHeM（FlcamHpb　cb　Bo3c”enoBaHieM’b）　聖詠経（補足付
　　き）。旧約聖書の中の詩篇の書全巻が入っている。
1一⑦　Tpe6HHK（Tpe6HMKb）　聖事経。洗礼、婚礼、記念その他、信者の求めに
　　応じて行われる儀式のための祈りの句を記したもの。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ふくいんけい1一⑧EBaHre”ne（qeTBepoeBaHrenie）　福音経。マタイ伝、マルコ伝、ルカ伝、
　　ヨハネ伝の四福音書が入っている。カッコ内の教会スラヴ語は「四つの福音
　　書Jの意。
1一⑨qacoBHHK（qacoBHHKb）　水口神父のご教示によれば、これは時課経の一部
　　が省略されたものだが現在は使われていない。あえて訳すならば〔小時課
　　経〕とのこ・と。したがって本稿では『小時課経』とする。
　　　　　　　　　　　　　そうげつかけい1一⑩MMHefi・06rna”（同じ）　総月課経。
2．　yncToKoB　pyccKoro　KHMroneqaTaHliA［noA　pen．　M．　H．　TMxoMHpoBa　M　Ap］M．，　1959．
　（以下、『始まり』と略す）〔請求記号　ZA－716〕
3．　　400”eT　pyccKoro　KHHroneqaTaHMH　1564－1964．　〔T．　1－2〕　　　M．，　　1964．　2TT．
　　第1巻は1564－1917年でA．A．CMAopoB編、第2巻は1917－1964年のソ連邦時
代を対象としておりA．H．Ha3apOB編。本論で引用するのはすべて第1巻である。
　（以下『400年史』と略す）〔請求記号　ZA－747〕
4．　3epHoBa，　A．C．：KHHrva　KnpMn”oBcKo肖　neqaTH　H3naHHbie　B　MocxBe　B　XVI＿XVII　BeKax；
cBolutb：il　KaTaAor；no八pロ．　H．n．KMceAeBa．　M．，1958．（以下、『ジョールノヴァの総目
　録』と略す）〔請求記号　ZA－729〕
5．　CBoAHbl目KaTa」or　pyccKoM　KHMrH　rpa＞1《naHcKoM　neqaTM　XVIII　BeKa　1725－1800．　PeA．
　KonAepua：レ1．n．KoHAaKoBa　H　Ap．　CocTaBnTenn：E．14．Kaunpm　aK　H　np．　T．1－5．M．1962－
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㌫㌫霊で：㌶籠㌫よ㍑㌫襟㌶終
w竺蕊蕊蒜蕊慧瓢欝：麟霊究㌫曝像
　　　出版年／著書、論文名．と記す）〔請求記号　ZA－721〕
　　7．統一したシリーズ名が記載されておらず、そのうえ装丁もまちまちで背文
　　　字もないため日本の図書館ではほとんど同一の論文集として扱われていない。
　　　識別するための情報は序文の脚注にある。1987年に刊行された第a∂集に第⑭集
　　　までのリストが掲載されているので、それにもとづき早稲田大学中央図書館お
　　　よび国会図書館で利用したもののみ以下簡略に記す。なお、便宜上シリーズ名
　　　を「科学アカデミー図書館学術論文集」としておく。
　　　（第5集）HcTopH“HHrH湘3皿丁飢bcKoFo脚a．1977〔国会図書館請求記号　UE31－
　　　26〕
　　　（第8集）KHn＞KHoe　ne”o　B　PoccHH　B　XVI－XIX　BeKax．1980．〔請求記号　ZA－876〕
　　　（第10集）｝〈HMra　M　6M6”uoTeKn　B　PoccMH　B　XIV－nepBoM　no”oBHHe　XIX　BeKa．1982　〔請
　　　求記号　ZC－1292〕
　　　（第12集）KHura　H　KHMroToproBnfl　B　PoccHH　B　XVI－XVIII　BB．1984　〔請求記号
　　　ZA－1059〕
　　　（第13集）KHMra　H　ee　pacnpocTpaHeHHe　B　PoccliH　B　XVI－XVIII　BB．1985　〔請求記号
　　　　ZA－1070〕
　　　（第15号）KHHra　B・PoccHn，　XVI－cepenHHa　XIX　B．1987．〔請求記号　ZA－921〕
　　8．　「インキュナプラ調査法」　私立大学図書館協会西洋古版本分科会報告。
　　　1993年5月15日、慶応義塾図書館AVホールにて。（以下、『雪嶋報告』と略
　　　す）
　　9．Proctor，　R．：An　index　to　the　early　printed　Books　in　the　British　Museum：
　　　from　the　invention　of　printing　to　the　year　1500．　With　notes　of　those　in　the
　　　Bodleian　Library．［1898］〔請求記号　ZB－1950〕
　　10一①ΦpaHublcK　CKapblHa：360pHiK　naKYMeHTaY　i　MaTgpblfl”aY．　MiHcK．1988．　P．302（以
　　　下、『スコリーナ：記録と資料集』と略す）。
　　10一②同上。P．7
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
一
一
一
一
一
一
〇
　
〇
　
〇
　
〇
　
〇
　
〇
1
　
1
　
1
　
1
　
　
1
　1
〃
〃
’’
〃
〃
〃
p．8，57
P．58
P．10
p．63－71
P．10
Pユ1
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10一⑨
10一⑩
10一⑪
10一⑫
1
1　
〃
’’
〃
P．12
P．13
p．201－204
P．16
11．「400年史』p．99（ベラルーシの章）および同書p。111（リトワの章）
12一①ステファン・キェニェーヴィチ編／加ma－・夫・水島孝生共訳『ポーラン
　ド史（全2巻）』（恒文社、1986年刊）第1巻，p．154－155
12一②同上。P．157，200
13．KHiFa　Benapyci，1517－1917；3BonHbl　KaTanor．　MiHcK，1986．　p．37－48　（1．S？f6anA．
　no．1／1－1／23）。
　　なお、『スコリーナ：文書と資料集』では《KHHm　UapcTB．（列王紀）》p．238－
　247を4分冊・4項目ではなく1項目の扱いにしているため全体が20項目にな
って・・る（IZB－200s）轍湖
14．同上。P．48－54（2．ManaA　nonopo＞KHaH　KHM＞KKa．　no．2／1－2／22）。
15．　Enciclopedia　de　Mexico．Tomo　12．　M6xico，1977．　p．173　〔請求記号
　ZE－978⑰〕
16．木村彰一著『古代教会スラブ語入門』（白水社、1985年）によれば、グラゴ
　ール文字は9世紀後半に東ローマ帝国の伝道者コンスタンティノス（修道士名
　キュリロス）とその兄メトディオス、さらにその弟子たちの協力によってモラ
　ヴィア（現チェコ領）伝道のために制定された古代教会スラヴ語とあわせて考
　案されたと推定されている（p．19）。そしてキリル文字にとって代わられるま
　では、9世紀かち11世紀にかけてモラヴィアからバルカンにいたる広い地域に
　流布していた（p．33）。
　　ロシアではグラゴール文字は普及せず、10世紀に伝えられたキリル文字が広
　まった。
　　「クロアティアおよびダルマティアのアドリア海沿岸地方では、現在なお一
　部カトリックの司祭たちによって（ラテン文字および）グラゴール文字による
　教会スラブ語のミサ典書が用いられている。」（p．22）
17．同上。p．33「キリル文字はグラゴール文字にややおくれて、9世紀のおわ
　り、ギリシャ文化の大の愛好者であったスユメオンの治世中に、東部ブルガリ
　アで用いられだしたものと思われる。考案者は司祭コンスタンティンともいう
　が、確証はない。このアルファペットは10世紀にはロシアに伝わり、11世紀以
　後バルカンのギリシャ正教を奉ずるスラブ人の間でもしだいにグラゴール文字
　を圧倒して用いられるようになった」。
　　なお、現在使用されているロシア文字は、1708年にピョートル1世がキリル
文字を改革熾したr稔㌢轍つている゜
18．　『書籍：研究と資料』第2集。1960／Bap6aHeu，　H．B．　M　mp．，　CAa朋HcKMe
HHKyHa6y』bl　B　co6PaHMH　rocynaPcTBeHHofi　ny6nngHon　6H6」”oTeKH．．．　p．206　〔慶応義塾大学
　図書館所蔵〕
19．　KapaTaeB，レ1．n．，　OnHcaHMe　cJaBAHo・pyccKMx　KHnr，　HanegaTaHHblx　KHpM”noBcKHMH
　6yKBaMH．　T．1：c1491　no　1652　Pr．　Cn6．1883．　p．　1　－14（no．1－5）（以下、『カラタ
　ーエフの記述目録』と略す）
20．　『400年史』p．15
21．　『カラターエフの記述目録』p．14－18’（no．6，7）
22．　『400年史』p．16
23．　yHAOJbCKMn，　B．M．，　OqepK　c刀a朋Ho・pyccKo肖6H6JHorpacbHM．　M．，1871．　p．1　（no．　8）
　　（以下、『ウンドーリスキイの編年目録』と略す）。ただし『カラターエフの記
　述目録』はこの『八調経』を対象外としている。
24．　『カラターエフの記述目録』p．22（no．　9）
25．同上。p．15（no．6）。なおカラターエフ以前に「ウンドーリスキイの編年
　　目録』p．　1（no．6）でも簡単にではあるが同じことにふれている。
26．　『400年史』p．16
27．W．　H．マクルー二著／清水廣一郎訳『ヴェネツィア』（岩波現代選書、1979
　年刊）、p．190－191
28．『始まり』p．11
29．　1・lcToplifl　oTeqecTBa　B　””ua．　C　npeBHentuHx　BpeMeH　Ao　KoHua　XVII　B．　M．，1993．　p．51
30．同上およびCHHHublHa，　H．B．，　MaKcMM　rpeK　B　PoccHM．コM．，1977．　p．3
　　　ただし、PyccKHM　fl3btK．3HunKAoneJt”H．　M．，1979．　p．136では生年が1475年頃、没
．　年が1556年とされている。
31．アーサー・ヴォイス著・白石治朗訳『モスクワとロシア文化の源流』（恒文
　社、1981年）p23．原著はVoice，　A．，　Moscow　and　the　Roots　of　Russian
　culture．1964．　p．13〔請求記号　AD－6029〕
32．同上。p．37原著はp．27
33．　Hoxae6KHH，　B．B．，　BHeuiH朋no川THKa　PycH，　PoccHH　H　CCCP　3a　1000刀eT　B　HMeHax，
　AaTax，φaKTax：Bbln．1．］＞L，1992．　p．33
34．　『書籍：研究と資料』第2集。1960／KHce”eB，　H．n．，　O　MocKoBcKoM
KHMronegaTaHHH　XVII　BeKa．　p．130（以下、『キセリョーフ論文』と略す）
35．同上。p．129
36．　『始まり』p．20
37．同上。p216
38．nynnoB，　C．n．，　KHHra　B　PoccHH　B　XVII　BeKe。　JI．，1970．　p．48－49〔請求記号　ZA－
　788〕
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39．
40．
41．
42．
43．
44．
45．
46．
47．
同上。p．51
『始まり』p．216－220　　　　　　　　　　　　　　　・
同上。p．234－247
同上。P．15－19
同上。p．119－209
同上。P．209－214
同上。P．19
同上。P．19
同上。p．15．チホミーロフは『ロシア年代記作者』のつぎの記述を重要な判
　断材料のひとつとしている。「1553年。マカーリィ府主教の時代に、モスクワ
　において書籍の印刷が始められた」。
　　シードロフは『400年史』でチホミーロフの見解に賛成の立場をとっている。
　（p．33－40）。
　　KHHroBeAeHne・3HUMK”ofienHgecKnM　caoBapb．　M．，1982（以下、『書籍百科sと略す）
　は「1553年頃から1565年頃までの期間稼動していた」（p．21）との見解。〔請求
　記号　ZA－849〕
　なおジョールノヴァは1555年頃から1568年頃という説をとっている。『ジョー
　ルノヴァの総目録』p．11－14
48．THxoMHpoB，　M．　M．，　PyccKaH　Ky刀bTypa　X－XVIII　BeKoB．　M．，1968．　p．406　〔請求記
　号AD－4907〕
49．
50．
51．
52．
　程度のことにとどまらず、
　を行うなど書籍印刷全般にかかわる多面的な知識と技術を有していた。このマ
　ステルという言葉をひとことで表現できる適当な訳語が見当らない。したがっ
　て本稿ではそのまま「マステル」とする。
53．　『400年史sp．39。ただしチホミーロフは『10－18世紀のロシア文化』の中
　で『マルシヤ・ネフェージエフはモスクワからノブゴロドに派遣された」（p．
　407）と述べている。また『イヴァン・フヨードロフ伝』（p．92）も「派遣され
　た」としヴァシェーク・ニキフォロフを彫刻師と述べている。
54．同上。p．40
55．　「科学アカデミー図書館学術論文集」（第ll集）。　PyccKHe　KHIirH　M　6H6nHoTeKH
　BXVI－nepBoil　noAoBliHe　XIX　BeKa．　JI．，1983．／AMocoB，　A．A，3aMeTKH　o　MocKoBcKoM
　cTaponegaTaHHM．　K　Bonpocy　o　THpamax　n3AaHHtl　XVI－Hagana　XVII　BeKa．　p．6（以下、
　　　　　　　　　　　　　　　　－135一
『400年史』p．39
同上。p．39
同上。P．36
MaCTep．当時マステルと呼ばれた人たちは単に印刷の技術を身につけていた
　　　　　　　　　　しばしば活字作り、編集、校正、外国語からの翻訳
　『アモーソフ論文』と略す）
56．　『400年史』p．40
57．HeMHpoBcKHM，　E．n．，　MBaH　¢enopoB：oKo刀01510－1583，　M．，1985．　p．299（以下、
　『イヴァン・フヨードロフ伝』と略す）
58．　『400年史』p．19
59．同上。p．ユ5
60．同上。p．34
61．CoBeTcKa”　McTopMgecKast　gHuHKAone」tMfl．　T．11．M．，1968．　p．124〔請求記号　AA－
　3267aD〕
62．　『書籍百科』p．362
63．　HcTopH只MocKBb：BuJecTH　ToMax，　npHno＞KeHne（nMaHbl）KT．1．　M．，1952．　／Moci《Ba
　oKoAo　cepeAMHbt　XVII　BeKa．　B　KIiTan・ropone（no．12）の位置。〔請求記号　A　D－
　4771　（1　：K）〕
　　なおニコーリスカヤ通りは1993年にモスクワで出版された『モスクワの通り
　便覧』によれば1930－1990年の間は10月革命の記念日にちなんで「10月25日通
　り」と呼ばれていた。（p．268）。ただし『モスクワ百科』では「10月25日通り」
　となるのは1935年からである。（MocKBa．3HunKaonenHst．　M．，1980．　p．457〔請求記
　号HC－2077〕）
64．　『始まり』p．39
65．　『キセリョーフ論文』p．127
66．当時はアラビア数字を使うことは異端とみなされ、キリル文字を代用して
　いた。アラビア数字の使用は18世紀に入ってからのことである。キリル文字を
　数字として使う場合はKのように文字の上に横線を引いて区別した。
　　ちなみにふれておくとチホミーロフはアノニームナヤ・チポグラフィヤ時代
　の『三歌斎経』のページが219から230にとんでいることについて、これはK
　（20）とすべきところをn（30）と誤植したことによるページの欠落であると
　説明している。（『始まり』p．25）
67．　3anacKo，　A．1’1．，　XynomecTBeHHoe　HacJeAHe　HBaHaΦenopoBa．　JlbBoB．1974．　p．11　（p．
　81までの本文はウクライナ語とロシァ語の対訳。p．88－220のアルバムの部分は
　その他に英、仏、独語を加えて5つの言語による説明が付されている）。
68．ルッポフが1983年に研究発表した「新資料」は例外的な存在である。これ
　は1727年にペテルプルグに開設された科学アカデミー印刷所（国営）の1741－
　1765年の25年間に関する研究で、その中心となる「新資料」は1753年12月まで
　に外国語、ロシア語両部門の責任者アレクセイ・バルソフが科学アカデミー総
　裁の質問に答えた内容を一覧表にしたもの。表には外国語部門3台、ロシア語
　部門8台、計11台の印刷機それぞれに組まれたチームの人名、職種、在職期間、
　　　　　　　　　　　　　　　一　136一
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　賃金（年俸）、それぞれの印刷機がその時点でとりくんでいた出版物名が明ら
　かにされている。「科学アカデミー図書館学術論文集」（第11集）」。著者・論文
　名はJlynnoB，　C．n．，　Tmorpaφ湘neTep6yprcKoM　aKaneMHM　HayK　B　1741－1765　r「．：HoBble
　／laHHbie．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞
69．　『始まり』p．13
70．3nMHH，　A．A．，　M　Ap．，　Poccua　BpeMeHn　PIBaHa「po3Horo．　M．，1982．　p．104。ジミーン
　らは、CKpblHHHKoB，　P．F．，　PIBaH　rpo3Hblti．　M．，1975．　p．101（邦訳：RG．スクルィン
　ニコフ著／栗生沢猛夫訳『イヴァン雷帝』成文社，1994年刊．p．146）で「全
　国庫財産」となっていることに対し、自分のという限定を示して二重カッコで
　強調している。
71．
72．
73．
74．
75．
76．
『始まり』p．235
『イヴァン・フヨードロフ伝』p．299
『400年史ip．45
同上。P．45
『キセリョーフ論文』p．130
「書籍：研究と資料』第14集．1967／KaMeHeBa，T．H．，　HeH3BecTHoe　H3五aHHe
MocKoBcKoil　negaTM　XVI　BeKa．　p．134（以下、カーメネヴァ論文』と略す）
77．
78．
79．
80．
81．
82．
83．
84．
85．
　ロブ伝』p．103及びΦeaopoBcKHe　9TeHMA；1983．　M．，1987．　p．15〔請求記号
一847〕において、1564年版『聖使徒経』の印刷部数が「2，000部をこえる」と推
　定している。その根拠は1，050部印刷された1597年版『聖使徒経』の現存部数
　26部と対比して、1564年版『聖使徒経』は現存部数が62部だから印刷部数は
　2，000部をこえるだろうというもの。しかしながら、この考え方にはなんら合
　理性はない。＜表3＞でみるように現存が確認されている部数は出版物により
　大きな差があり、数字そのものも変わりうるので算定の根拠にはならない。現
　に1564年版の現存確認部数は1974年47部，1982年50部，1985年62部と変化して
　きている。
86．同上。p．7
　　　　　　　　　　　　　　　－137一
同上。p．143
『キセリョーフ論文』p．130　　　　　　　　　　　　　　　　　・
『カーメネヴァ論文』p．143
『400年』p．46
『カーメネヴァ論文』p．134
『キセリョーフ論文』p．130
同上。p．130
『カラターエフの記述目録』p．277（no．150）
『アモーソフ論文ip．12．なお、ネミローフスキイは『イヴァン・フヨード
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　ZA
87．エイドリアン・ウィルソン著／河合忠信・雪嶋宏一・佐川美智子訳『ニュ
　ルンペルク年代記の誕生』雄松堂、1993年p．176
88．nynnoB，Cn．，　KHMra　B　poccMH　B　XVII　BeKe．　n．　1970．　p32〔請求記号　AZ－788〕
89．　『イヴァン・フヨードロフ伝sp．5
　〈本文及び注に書名を掲げていない参考文献＞
1．岩間徹編『ロシァ史（増補改訂版）』山川出版社，1992年．
2．森安達也著「ビザンツとロシア・東欧』講談社，1985年．
3．佐藤靖彦訳『ロシアの家庭訓（ドモストロイ）』新読書社，1984年
4．R．ヒングリー著／川端香男里訳『19世紀ロシアの作家と社会』中公文庫，
，19鑑夫著，ウクライナ語’猛書＊＊，　199、tCl、．
6．『ヘブライ語入門』キリスト聖書塾，1958年
7．森田鉄郎編『イタリア史』山川出版社，1976年．
8．ピエール・アントネッティ著／中島昭和・渡部容子訳『フィレンツェ史』白
　水社，1986年
9．グイド・ザッカニー二著／児玉善仁訳『中世イタリアの大学生活』平凡社，
　1990年
10．H．ラシュドール著／横尾壮英訳『大学の起原：ヨーロッパ中世大学史』上
　・中・下．東洋館出版社，1966－1968．
11．高野彰著『洋書の話』丸善，1991年．
12．　Ko6pHH，　B」≡i，　HBaH　Ppo3HblM．　M．，1989．
13．　BJaAMMHpoB，　JLレ1．，　Bceo6Luafl　HcTopMA　KHHrH．　M．，1988．
14．ΦpaH助cK　CKopHHa－6e刀opyccK涌ryMaHHcT，　npocBeTHTe』b，　nepBoneqaTHHK．　MHHcK，1989，
15．　Bld6rmH．　M．，1992．
　　　　　　　　　　　　　　　　（いわた　ゆきお　校友・ナウカ株式会社）
今1鋤電勃拡闇に隆し，
加筆紅踊行7存。
e）一・／クli；3fi・）8n多、珂行雄
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